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「学問の独立」は、「在野精神」「反骨の精神」と結び合います。本学は、自主

独立の精神を持つ近代的国民の養成を理想として、権力や時勢に左右され

ない、科学的な教育・研究を行ってきました。

学問の独立

近代国家をめざす日本にとって、学問は現実に活かしうるものであるこ

と、日本の近代化に貢献するものであることが求められました。つまり「学

問の活用」です。安易な実用主義ではなく「進取の精神」として、本学の大き

な柱の一つになりました。

学問の活用

庶民の教育を主眼として創設された本学。その三つめの建学の理念が「模

範国民の造就」です。グローバリゼーションが進展する現代、豊かな人間性

を持った「世界市民の育成」と言い換えることができるでしょう。建学の理

念とそこから生まれ受け継がれてきた早稲田スピリットは、私たちの財産。

早稲田人がひとしく身につける校風です。

模範国民の造就
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アジアのリーディング・ユニバーシティをめざして

2012年に入り、政治経済に変化の兆しが表れ、経済

活性化への期待感が高まっていますが、少子高齢化の

進行や欧州信用危機などの不安要因が払拭されるこ

とはなく、更には東日本大震災からの復興も道半ばで

あるなど、解決すべき課題は山積しています。

地球規模の問題が深刻化する中、我が国でも、産学

官を挙げてグローバル人材・イノベーション人材を育

成するよう求める声が日増しに強まっています。早稲

田大学においても、教育・研究の質の一層の向上を図

り、新しい科学技術や社会システムのあり方を提示す

ると同時に、真の世界平和と人類の幸福を実現する優

れた人材を育成する使命を果たすべく、不断の努力を

重ねて参ります。

本学では、2008年にスタートした5カ年計画「Waseda 

Next 125」において、グローバル化対応の促進、全学的

な基盤教育の拡充、学際研究の推進等を積極的に進め

て参りました。国際化の側面から言えば、6学部11研究

科で英語により学位を取得できる課程を設け、各種留

学プログラムの拡充と留学環境の整備に努めた結果、

世界中から早稲田に集う外国人学生数が2008年度か

ら2012年度にかけて2,951人から4,427人と大幅に増加

し、本学から海外へ飛び立つ派遣留学生数も同年の間

で1,454人から1,890人と、着実な成果を挙げています。

学際研究の推進においても、総合大学としての強み

を活かし、重点領域研究の創出や大型研究費の獲得を

めざすとともに、多くの海外大学や学外研究機関との

連携を推進して参りました。例えば、シンガポールの

産学官連携事業であるバイオ系在外研究拠点「早稲田

バイオサイエンスシンガポール研究所」は、海外の研

究機関から高く評価され、数々の国際共同研究が進め

られています。

同計画は2012年度をもって終了を迎えましたが、本

学は、これまでの成果と継続する課題をふまえ、創立

150周年を見据えた中長期計画「Waseda Vision 150」

を策定し、社会に向け公表いたしました。「Waseda 

Vision 150」では、世界中から高い志をもった学生が早

稲田で学び、人類の幸福の実現に貢献する研究がなさ

れ、グローバルリーダーとして地球社会に広く活躍す

る校友を輩出し続けるとともに、アジアの大学のモデ

ルとなる運営体制を確立する、という四つの姿（ビ

ジョン）を思い描き、これらを実現する13の核心戦略

と75のプロジェクトのもと、改革を実行して参ります。

本学は「Waseda Vision 150」 を毎年評価して改善

し、より良いものへと進化させながら実行することで、

アジアのリーディング・ユニバーシティをめざして参

ります。今後とも、本学へのより一層のご支援、ご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

はじめに

早稲田大学総長
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（7）防災・安全対策
（8）エコ・省エネ対策

６．情報基盤整備 20
（1）教育支援システムの構築
（2）研究支援システムの構築
（3）学生・校友支援システムの構築
（4）大学運営支援システムの構築
（5）サイバーセキュアキャンパス（安心・快適な情報環境）の整備

７．大学運営体制の整備 21
（1）恒常的な募金体制の確立
（2）校友・父母等との連携強化
（3）全学的広報体制の強化と戦略的広報の推進
（4）コンプライアンス・法務機能の強化
（5）情報資産管理の体制整備

８．財務体質の強化 23
（1）財政戦略懇談会の設置
（2）事業別予算制度の検討
（3）収支構造の見直し
（4）物品の調達システムの見直し
（5）経理処理業務の効率化

９．東日本大震災復興支援 24
（1）被災学生支援
（2）被災地支援
（3）研究を通じた復興支援

 中長期計画「Waseda Vision 150」の策定 28
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財務の概要  37
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１．グローバル化推進 08
（1）留学生の受入
（2）本学学生の海外学習システムの構築
（3）優秀な留学生の獲得と多文化共生型キャンパスの実現
（4）連携と協働による教育・研究の国際化
（5）教育と研究の国際化を促進するための制度改革
（6）教育と研究の国際化を支える大学運営

２．新教育研究体制の構築と教育の質向上  11
（1）新教育研究体制
（2）教育の質向上と新教育システムの構築

３．学生リクルート 15
（1）一般入試と一般入試以外の入学者比率を6：4へ
（2）優秀な地方出身学生の確保
（3）附属・系属校の高大連携教育推進、教育内容の刷新
（4）高大連携事業の推進
（5）全学レベルおよび各学部・研究科の入試広報活動強化
（6）研究科の新設・定員数の変更
　　（学部生数に対する大学院生数の比率の向上）
（7）学部・大学院一貫教育（5年で修士学位取得）の実現

４．文化推進・スポーツ振興 17
（1）多種多様な文化資源の活用
（2）早稲田人としての誇りの醸成
（3）ボランティア、フィールドワーク型授業・プロジェクトの拡充
（4）新たな大学スポーツのモデル構築

５．キャンパス等整備 19
（1）キャンパス整備方針
（2）キャンパス整備事業
（3）附属校の整備
（4）学生寮等の整備
（5）戦略的なファシリティマネジメント
（6）各校舎耐震改修等
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沿　革

2012年度学事年表

鎌田  　　薫総長（理事長） 宮内  　孝知
谷口  　邦生
迫田  　　実
守田  　芳秋

福田  　秋秀（学外）
澤部  　　肇（学外）
柳田  　幸男（学外）

理　　事

田中  　愛治
深澤  　良彰
紙屋  　敦之

藁谷  　友紀
島田  　陽一
齋藤  　美穂

理　　事 平山  　正剛（学外）
渡邉  正太郎（学外）

監　　事

橋本  　周司
清水  　　敏

内田  　勝一
大塚  　宗春

常任理事

役　員 

※本多聖治常任理事の退任（2012年11月30日付）に伴い、守田芳秋理事を選任（2012年12月1日付）。
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組織図 ※1 2007年度から募集停止。在学生がいなくなった時点で廃止する。
※2 2011年度から募集停止。在学生がいなくなった時点で廃止する。
※3 2012年度から募集停止。在学生がいなくなった時点で廃止する。

2013年3月31日現在 教務部 教務課
 教育システム課
 情報企画課
 附属・系属校プロジェクト室
 入学センター
 社会連携推進室
 早稲田ポータルオフィス
 本庄プロジェクト推進室
 芸術科学センター
 FD推進センター
研究推進部 研究企画課
 研究支援課
 研究マネジメント課
 産学官研究推進センター
国際部 国際課
 国際教育企画課
学生部 学生生活課
 奨学課
 キャリアセンター
 国際コミュニティセンター
 レジデンスセンター
文化推進部 文化企画課
総務部 法人課
 総務課
 環境安全管理課
 法務課
人事部 人事課
 給与厚生課
財務部 財務課
 経理課
 経理処理集中化プロジェクト室
キャンパス企画部 企画・建設課
総長室 秘書課
 校友課
 募金課
 経営企画課
 渉外局
広報室 広報課

政治経済学部 政治経済学術院事務所
政治学研究科
経済学研究科
公共経営研究科※3
現代政治経済研究所
法学部 法学学術院事務所
法学研究科
比較法研究所
法務研究科 法務研究科・法務教育研究センター事務所
法務教育研究センター
第一文学部※1  文学学術院事務所
第二文学部※1
文化構想学部
文学部
文学研究科
総合人文科学研究センター
教育学部 教育・総合科学学術院事務所
教育学研究科
教職研究科
教育総合研究所
商学部 商学学術院事務所
商学研究科
商学学術院総合研究所
ファイナンス研究科
ファイナンス研究センター
会計研究科
理工学部※1 理工学術院統合事務・技術センター 事務部 総務課
基幹理工学部   教学支援課
創造理工学部   研究総合支援課
先進理工学部   先端生命医科学センター支援課
理工学研究科※1  技術部 技術企画総務課
基幹理工学研究科   教育研究支援課（1～4系）
創造理工学研究科   理工学術院総合研究所事務所
先進理工学研究科
理工学術院総合研究所
国際情報通信研究科 本庄総合事務センター
国際情報通信研究センター
環境・エネルギー研究科
環境総合研究センター
情報生産システム研究科 情報生産システム研究科・情報生産システム研究センター事務所
情報生産システム研究センター
社会科学部 社会科学総合学術院事務所
社会科学研究科
人間科学部
人間科学部（通信教育課程）
人間科学研究科
人間総合研究センター 所沢総合事務センター 総務課
スポーツ科学部  学務課
スポーツ科学研究科  入試広報課
スポーツ科学研究センター
国際教養学部 国際教養学部事務所
アジア太平洋研究科 アジア太平洋研究科・アジア太平洋研究センター事務所
アジア太平洋研究センター
日本語教育研究科 日本語教育研究科事務所
別科日本語専修課程
図書館 図書館事務所 総務課
坪内博士記念演劇博物館 演劇博物館事務所 情報管理課
會津八一記念博物館 博物館事務所 資料管理課
高等研究所 高等研究所事務所 利用者支援課
日本語教育研究センター 日本語教育研究センター事務所 高田早苗記念研究図書館担当課
メディアネットワークセンター メディアネットワークセンター事務所 戸山図書館担当課
オープン教育センター オープン教育センター事務所 理工学図書館担当課
遠隔教育センター 遠隔教育センター事務所 所沢図書館担当課
エクステンションセンター エクステンションセンター事務所 
環境保全センター 環境保全センター事務所
大学史資料センター 大学史資料センター事務所
保健センター 保健センター事務所
総合研究機構 研究院事務所
アジア研究機構
日米研究機構
イスラーム地域研究機構
日欧研究機構
重点領域研究機構
ナノ理工学研究機構
先端科学・健康医療融合研究機構
IT 研究機構
グリーン・コンピューティング・システム研究機構
平山郁夫記念ボランティアセンター ボランティアセンター事務所
競技スポーツセンター 競技スポーツセンター事務所
留学センター 留学センター事務所
研究戦略センター 研究戦略センター事務所

高等学院・高等学院中学部 高等学院・高等学院中学部事務所
本庄高等学院 本庄高等学院事務所
芸術学校 芸術学校・川口芸術学校事務所
川口芸術学校※2

監査室

本部事務機構

政治経済
学術院

法学学術院

文学学術院

教育・総合科学
学術院

商学学術院

理工学術院

社会科学総合
学術院

人間科学学術院

スポーツ科学
学術院

国際学術院

別科

研究院

早
稲
田
大
学

総
　
長
（
理
事
長
・
学
長
）

理
　
事
　
会
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議
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会

評
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グローバル化推進

1 留学生の受入

・

・

2012年度早稲田大学留学フェア（外国開催）■ 

開
催
地

韓国 5月（参加者137人）および11月（参加者108人）
台湾 11月（参加者279人）

2 本学学生の海外学習システムの構築

・

・

1 3  優秀な留学生の獲得と多文化共生型
キャンパスの実現

・

・

・
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0

2,000

1,000

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

2,951
3,264

4,170 4,280 4,427

3,000

4,000

5,000
（人）

（年度）

 短期　　 長期

0

500

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
611 572 738 737 806

843 917
948 1,091 1,084

1,454 1,489
1,686

1,828 1,890

1,000

1,500

2,000
（人）

（年度）

インドネシア1%

韓国 25%

台湾 7%

アメリカ4%
中国 46%

シンガポール1%

タイ 2%

その他14%

アイルランド
4%

韓国 4%

ドイツ4%

イギリス5%

アメリカ51%

中国 12%

フランス4%

その他14%

スウェーデン2%

・

・

・

・

・

4 連携と協働による教育･研究の国際化

・

外国人学生受入年度別人数■ 

派遣留学生年度別人数■ 

外国人学生出身国割合■ 

派遣先国別割合■ 
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

5  教育と研究の国際化を促進するための
制度改革

・

・

・

・
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・

・

6 教育と研究の国際化を支える大学運営

・

・

・

・

・

新教育研究体制の構築と
教育の質向上

1 新教育研究体制

① トップレベルの若手研究者集団育成
・

・

② 独創的研究推進に向けた体制の整備
・

・

・

・

2
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重点領域研究一覧■ 

課題公募型
研究領域 研究テーマ

課題設定型
研究領域 研究テーマ

・

③ 研究環境の整備および研究評価
・

・

④ FD（ファカルティ・ディベロップメント）の推進
・

・

・
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⑤ 職員人材育成と職員組織の構造改革
・

・

・

・

・

⑥ 男女共同参画の推進
・

2 教育の質向上と新教育システムの構築

① 全学的な教育システムの確立
・

・

・

・

プロッフェショナルズ・ワークショップ　プログラム一覧■ 

企業等 参加
学生数 テーマ

ANA総合研究所 12

１． 鳥取市の駅前商店街を活性化させる
ため、テーマ性のある施策を提案せよ。

２． 鳥取市の中山間地域の特産品を普及
させるため、流通などの産業化の仕組
みを提案せよ。

JAXA（宇宙航空
研究開発機構） 12

「宇宙航空分野を志す学生はどんな情報
を求めているのか!?」JAXAの公開データ
ベースが今の10倍アクセスされる企画を
提案せよ！

公文教育研究会 11 日本の中高生の英語力をグローバルスタ
ンダードに引き上げよ！

木島平村 13 限界集落の価値観とコミュニティを創造
する（馬曲・平沢・原千各地区）。

コクヨファニチャー 12
東北発・未来型総合複合施設（学校＋庁
舎・福祉施設・社会教育施設）の空間デザ
インを提案せよ!!

京セラ 12
あなたや、多くの大学生が欲しいと思う
ヘルスケア・ビューティーケアの機器・ア
プリ・システムを考察の上、京セラの強み
を生かしたビジネスプランを提案せよ。

東芝テック 18 「未来のお店の姿はどうなるの？」新たな
ビジネスモデルを提案しよう！

② 外国語教育の充実
・
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・

・

・

③ 初年次教育・入学前教育の充実とオンデマンド
授業の活用

・

④ オープン教育センター設置科目の充実
・

⑤ 寮生活における全人教育の展開
・

⑥ 早稲田健康キャンパスの実現
・

・

⑦ 学生生活支援の拡充
・

・

・

⑧ キャリア支援の充実
・

・

・

・
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2012年度　国家公務員総合職試験合格者（上位5校）■ 

 2011年までは国家公務員試験Ⅰ種
1 2 3 4 5

大学名 東京大学 京都大学 早稲田大学 慶應義塾大学 東北大学
合格者 412（444） 117（167） 103（105） 81（57） 55（55）
 （　）数字は2011年度

2012年度　新司法試験合格者（上位5校）■ 

1 2 3 4 5
大学名 中央大学 東京大学 慶應義塾大学 早稲田大学 京都大学
合格者 202（176） 194（210） 183（164） 155（138） 152（172）
 （　）数字は2011年度

2012年度　全学就職者数ランキング■ 

業種名 就職先名称 合計

1 普通銀行 ㈱三菱東京UFJ銀行 107
2 地方公務員 東京都職員Ⅰ類 101
3 普通銀行 みずほフィナンシャルグループ 85
4 電気機械器具製造業 富士通㈱ 78
5 通信業 ソフトバンクグループ通信3社 73
6 通信業 ㈱エヌ・ティ・ティ・データ（NTTデータ） 64
7 普通銀行 ㈱三井住友銀行 59
8 電気機械器具製造業 三菱電機㈱ 51
9 損害保険業 東京海上日動火災保険㈱ 49
10 証券業 野村證券㈱ 48
11 地方公務員 特別区（東京23区）職員 46
12 放送業 日本放送協会（NHK） 45
13 教育（国公立学校）東京都教員 44
13 運輸業 東日本旅客鉄道（JR東日本）㈱ 44
13 電気機械器具製造業 ㈱日立製作所 44
16 総合商社 三菱商事㈱ 43
17 通信業 東日本電信電話（NTT東日本） 40
17 損害保険業 三井住友海上火災保険㈱ 39
17 普通銀行 りそなグループ 39
17 その他の金融業 三井住友信託銀行 39
21 情報サービス業 楽天㈱ 38
22 証券業 大和証券㈱ 34
23 総合商社 丸紅㈱ 32
24 電気機械器具製造業 日本電気（NEC）㈱ 31
25 総合商社 住友商事㈱ 30
25 生命保険業 第一生命保険㈱ 30
25 専門サービス業 ㈱野村総合研究所 30
28 専門サービス業 アクセンチュア㈱ 29
28 精密機械器具製造業 キヤノン㈱ 29
30 国家公務員 国家公務員一般職 28
31 輸送用機械器具製造業 トヨタ自動車㈱ 28
31 情報サービス業 ワークスアプリケーションズ 27

学生リクルート

1  一般入試と一般入試以外の入学者比率を
6：4へ

・

・

・

・

・

3
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2 優秀な地方出身学生の確保

・

3  附属・系属校の高大連携教育推進、
教育内容の刷新

・

・

・

・

4 高大連携事業の推進

・

5  全学レベルおよび各学部・研究科の
入試広報活動強化

・

・

6  研究科の新設・定員数の変更（学部生数に
対する大学院生数の比率の向上）

・

7  学部・大学院一貫教育（5年で修士学位取得）
の実現

・

・
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文化推進・スポーツ振興

1 多種多様な文化資源の活用

・

・

・

・

・

・

第12回石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞授賞作品

公共奉仕部門大賞■ 

受賞者
｢プロメテウスの罠｣　取材チーム
代表　朝日新聞東京本社報道局特別報道部
次長　宮﨑知己

作品名 連載 「プロメテウスの罠」

草の根民主主義部門大賞■ 

受賞者 渡辺一史
作品名 書籍 『北の無人駅から』

文化貢献部門大賞■ 

受賞者 NHKプラネット九州　制作部　
エグゼクティブ･ディレクター　吉崎　健

作品名 ETV特集 「花を奉る　石牟礼道子の世界」

草の根民主主義部門奨励賞■ 

受賞者 三陸河北新報社　石巻かほく編集局　
代表　桂　直之

作品名 連載企画 「私の3．11」

4
文化貢献部門奨励賞■ 

受賞者
｢阿蘇草原再生｣　取材班　
代表　熊本日日新聞社　編集局地方部
次長　花立　剛

作品名 連載企画 
「草原が危ない」と阿蘇草原再生キャンペーン

2 早稲田人としての誇りの醸成

・

・

3  ボランティア、フィールドワーク型授業・
プロジェクトの拡充

4 新たな大学スポーツのモデル構築

・

・
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・

・

・

・

2012年度WAVOCプロジェクト一覧■ 

プロジェクト名 活動地

環境

1 エコミュニティ・タンザニア タンザニア

2 海外ボランティアリーダー養成
プロジェクト（ボルネオ）

マレーシア・
ボルネオ島

3 イグアス地域自然環境保全プロジェクト アルゼンチン

4 高尾の森づくり 東京都

5 思惟の森育林 岩手県

6 ケニア社会林業プロジェクト ケニア

7 所沢キャンパス湿地保全活動 埼玉県

8 環境保全型森林ボランティア 岡山県

9 一学一山運動 全国

教育

10 ラオス学校建設教育支援 ラオス

11 チャータースクールへの教育支援 アメリカ

12 アフガニスタン復興支援 国内

人権

13 DVほっとプロジェクト 国内・韓国

14 ハンセン病問題支援 国内・中国

15 コミュニティ・エイズ・プロジェクト
（CAP）

国内・
フィリピン

農業

16 三芳村里山づくり・有機農業体験実習 千葉県

17 農と食と緑の学校inおけら牧場・
ラーバンの森 福井県

18 農楽プロジェクト 早稲田

19 RINC 岩手県

文化交流
文化保全

20 難民交流プロジェクト 早稲田

21 離島交流プロジェクト 沖縄県

22 日本コリア未来プロジェクト 韓国他

23 日越交流プロジェクト ベトナム

24 まつだい早稲田じょんのび
交流プロジェクト 新潟県

25 千畝ブリッジングプロジェクト リトアニア

26 Ju-Ju～カンボジア・村びと共生
プロジェクト カンボジア

27 日本ルワンダ学生会議 ルワンダ

スポーツ
28 スポーツボランティアプロジェクト 山梨県他

29 ダウン症児者・自閉症児者・親きょうだい
のワクワクレスリング教室 早稲田

その他

30 室東日本大震災復興支援プロジェクト 東北他

31 アトム通貨 早稲田

32 早稲田災害対策学生チーム
（早稲田レスキュー） 早稲田

33 Cafaire（カフェアー） 早稲田

34 音楽ボランティア 埼玉県他
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キャンパス等整備

1 キャンパス整備方針

・

・

2 キャンパス整備事業

・
・

3 附属校の整備

・
・

4 学生寮等の整備

・

5 戦略的なファシリティマネジメント

・

6 各校舎耐震改修等

・

・

7 防災・安全対策

・

5
・

・

・

・

8 エコ・省エネ対策

・

・

19Waseda  Ann ua l  R epo r t  2012

学
校
法
人
の
概
要

2
0
1
2
年
度
事
業
の
概
要

2
0
1
3
年
度
事
業
計
画
の
概
要

2
0
1
3
年
度
予
算
の
概
要

数
字
等
で
見
る
早
稲
田

財
務
の
概
要

2
0
1
2
年
度
事
業
の
概
要

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2012年度事業概要_本文1.indd   19 13.7.3   11:54:55 AM



情報基盤整備

1 教育支援システムの構築

・

・

2 研究支援システムの構築

・

6
・

・

3 学生・校友支援システムの構築

・

・

・
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4 大学運営支援システムの構築

・

・

5  サイバーセキュアキャンパス（安心・快適な
情報環境）の整備

・

・

・

大学運営体制の整備

1 恒常的な募金体制の確立

・

7

・

2012年度　寄付受理＜寄附種別＞■ 

種　別 件　数 金額（円）
1 指定寄付金 2,184 19.2% 827,769,873 32.6%
2 各 種 基 金 762 6.7% 48,870,254 1.9%
3 各 種 資 金 3,404 29.9% 721,549,000 28.4%
4 寄 付 講 座 185 1.6% 156,021,533 6.2%
5 教育振興資金 605 5.3% 103,584,784 4.1%
6 WASEDAサポーターズ倶楽部 2,976 26.1% 562,864,220 22.2%
7 高等学院教育環境整備募金 505 4.4% 49,564,794 2.0%
8 本庄30周年教育環境整備募金 120 1.1% 11,948,379 0.5%

9 政経130周年記念グローバル･
リーダー養成ファンド 643 5.6% 54,302,280 2.1%

金銭寄付 合計 11,384 100.0% 2,536,475,117 100.0%
物品寄付 合計 285 － 698,220,798 －
総　　　計 11,669 － 3,234,695,915 －

2012年度　寄付受理＜寄付者区分＞■ 

区　分 件　数 金額（円）
1 法　人 548 4.8% 1,279,001,117 50.4%
2 団　体 219 1.9% 345,410,156 13.6%
3

個　

人

校　友 4,740 41.6% 661,191,552 26.1%
4 父　母 1,156 10.2% 115,968,284 4.6%
5 一　般 416 3.7% 46,192,048 1.8%
6 教職員 4,305 37.8% 88,711,960 3.5%

金銭寄付　合計 11,384 100.0% 2,536,475,117 100.0%
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2 校友・父母等との連携強化

① 広報の強化
・

・

・

・

・

② システムの強化
・

③ サービスの強化
・

・

④ 連携の強化
・

・
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・

・

3 全学的広報体制の強化と戦略的広報の推進

・

・

・

・

・

・

4 コンプライアンス・法務機能の強化

・

・

5 情報資産管理の体制整備

・

・

財務体質の強化

1 財政戦略懇談会の設置

・

8
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2 事業別予算制度の検討

・

3 収支構造の見直し

・

4 物品の調達システムの見直し

・

・

5 経理処理業務の効率化

・

東日本大震災復興支援

1 被災学生支援

・

2 被災地支援

 東日本大震災復興支援ボランティア活動記録 　■ 

微力だが無力ではない

9
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3 研究を通じた復興支援

・

・

東日本大震災復興研究拠点プロジェクト一覧■ 

研究領域 研究テーマ

早稲田大学ブックレット既刊26冊■ 
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2012年度　東日本大震災被災学生支援奨学金　奨学生採用状況■ 

2011年度 2012年度 （2013年度） （2014年度） （2015年度） 延べ
年額

（万円）
人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

高等学院
１年生 40 0 0 1 40 1 40
２年生 40 0 0 0 0 1 40 1 40
３年生 40 0 0 0 0 0 0 1 40 1 40

学部

１年生
40 9 360 17 680 26 1,040
60 4 240 1 60 5 300
80 0 0 1 80 1 80

２年生
40 12 480 9 360 17 680 38 1,520
60 2 120 3 180 1 60 6 360
80 1 80 0 0 1 80 2 160

３年生
40 8 320 11 440 6 240 17 680 42 1,680
60 6 360 2 120 3 180 1 60 12 720
80 1 80 1 80 0 0 1 80 3 240

４年生
40 13 520 6 240 9 360 6 240 17 680 51 2,040
60 1 60 7 420 2 120 3 180 1 60 14 840
80 0 0 0 0 1 80 0 0 1 80 2 160

M進学 60 1 60 0 0 0 0 0 0 0 0 1 60
M進学 80 1 80 0 0 0 0 0 0 0 0 1 80

修士

１年生
40 0 0 4 160 4 160
60 0 0 1 60 1 60
80 0 0 1 80 1 80

２年生
40 1 40 0 0 4 160 5 200
60 1 60 0 0 1 60 2 120
80 1 80 0 0 1 80 2 160

専門職

１年生
40 0 0 1 40 1 40
60 0 0 1 60 1 60

２年生
40 0 0 0 0 1 40 1 40
60 0 0 0 0 1 60 1 60

３年生
40 0 0 0 0 0 0 0 0
60 0 0 0 0 0 0 1 60 1 60

採用者 62 2,940 67 3,100 49 2,240 30 1,340 19 820 227 10,440

※2013年3月31日 現在
（注1）2013年度～2015年度については、そのまま継続したと仮定した場合の金額となっている。
（注2）専門職課程2名のうち、1名は既修者コース。

■学生減免措置
2012年度 半年減免  99人 1年間減免 52人 総額 約1億3200万円
2011年度 半年減免 70人 1年間減免 113人 総額 約1億3800万円
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教育研究活動の一層の充実に向けて

■ 各種ご寄付に関すること：総長室　募金課
  TEL 03-3202-8844  FAX 03-5286-9801  E-mail : kifu-ml@list.waseda.jp

【お問い合わせ先】

「WASEDAサポーターズ倶楽部」、「政経130周年記念グローバル・リーダー養成ファンド」、「高等学院教育環境整備・充実事
業募金」「本庄高等学院30周年記念 教育環境整備・充実事業募金」をはじめ、早稲田大学のご寄付については、下記のサイトを
ご覧いただきますようお願い申し上げます。

http://kifu.waseda.jp

～「WASEDAサポーターズ倶楽部」、「政経130周年記念グローバル・リーダー養成ファンド」、「高等
学院教育環境整備・充実事業募金」および「本庄高等学院30周年記念　教育環境整備・充実事業募金」
へのご協力のお願い～

高等学院教育環境整備･充実事業募金

本庄高等学院30周年記念　教育環境整備･充実事業募金

WASEDAサポーターズ倶楽部

【会員基準】

【会員サービス】

政経130周年記念グローバルリーダー養成ファンド
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中長期計画「Waseda Vision 150」の策定

1. 入試制度の抜本的改革

2. グローバルリーダー育成のための教育体系の
再構築

3. 教育と学修内容の公開

4. 対話型、問題発見・解決型教育への移行

5. 大学の教育・研究への積極的な学生参画の推進

6. 早稲田らしさと誇りの醸成をめざして－
早稲田文化の推進

7. 独創的研究の推進と国際発信力の強化

8. 世界のWASEDAとしての国際展開

9. 新たな教育・研究分野への挑戦

10. 教職員の役割と評価の明確化

11. 財務体質の強化

12. 進化する大学の仕組みの創設

13. 早稲田を核とする新たなコミュニティの形成

【Waseda Vision 150 核心戦略】

［４つのビジョン］

「世界に貢献する高い志を
持った学生」

「グローバルリーダーとして
社会を支える卒業生」

「世界の平和と人類の幸福
の実現に貢献する研究」

「アジアの大学のモデルと
なる進化する大学」
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一般入試志願者数推移■ ( 年度 )

2009

2010

2011

2012

2013

108,527

106,768

121,166

115,515

113,653
10万6,768人

( 年度 )

2008

2009

2010

2011 4,356（1,063）2,184（334）

2012 4,273（998）2,153（331）

4,099（812）2,122（275）

4,396（942）2,162（312）

4,384（967）

6,540

6,426

6,221

6,558

6,5532,169（319）

教員数推移■ 

専任・専任扱い 2,153人
　　　　非常勤 4,273人

6,426人

TLO活動実績推移 ■ 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 1998
～2012

発明届数

特許出願数(国内)

権利化数(国内)

特許出願数(外国)

権利化数(外国)

TLO活動実績
（共同出願、
ライセンス契約等）

実施料収入

校友総数■ 

男性
47万7,294名

女性
9万9,757名

57万7,051名
2013年3月1日現在

※卒業生および教職員校友および推薦校友（物故者除く）

( 年度 )

2008

2009

2010

2011 398（238）812（190）

2012 407（250）810（185）

203（103）788（190）

225（118）800（188）

341（195）801（187）

1,210

1,217

991

1,025

1,142

職員数推移■ 

1,217人
専任 810人
嘱託 407人

受入研究費推移■ 

9,632百万円
科学研究費
助成事業

補助金
（研究事業）受託研究 共同研究 研究助成金 指定寄付金

（研究支援目的） 合　計

2008 9,823

2009 9,699

2010 9,019

2011 8,917

2012 9,632

科学研究費助成事業 2,670百万円
受託研究 2,964百万円
研究助成金 152百万円

補助金（研究事業） 2,779百万円
共同研究 731百万円
指定寄付金（研究支援目的） 336百万円
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( 年度 )

2008

2009

2010

2011

2012

9,54144,605

8,60945,192

8,69344,892

9,286

3,3413,341

9,35744,756 3,3273,327

3,3363,336

3,4513,451

3,3833,38344,893

57,487

57,440

57,137

57,036

57,562

学生数推移■ 

　学部 4万4,756人
大学院 9,357人
学校等 3,327人

5万7,440人

学生・生徒数（2012年度） ■ 

学生総定員 現在員数 休学者 在籍者数

学
部

政経
法
一文
二文
文構
文
教育
商
理工
基幹
創造
先進
社学
人科
スポ科
国際教養
小計

人科（通信教育課程）
計

大
学
院

修
士
課
程

政研
経研
法研
文研
商研
工研
基幹研
創造研
先進研
教研
人研
社学研
スポ研
アジア研
国情研
日研

情報生産研
環エネ研
小計

博
士
後
期
課
程

政研
経研
法研
文研
商研
工研
基幹研
創造研
先進研
教研
人研
社学研
スポ研
アジア研
国情研
日研

情報生産研
公経研
環エネ研
小計

専
門
職
学
位
課
程

政研
商研
公経研
法務研

ファイナンス研
会計研
教職研
小計
計

芸術学校
川口芸術学校
高等学院
本庄学院

高等学院中学部
別科日本語専修課程

合計
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キャンパスマップ
1 早稲田キャンパス

126,678㎡

6 上石神井キャンパス

52,691㎡

5 本庄キャンパス

859,726㎡

4 所沢キャンパス

367,807㎡

3 西早稲田キャンパス

44,894㎡

2 戸山キャンパス

33,030㎡
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水巻町 

若松区 

遠賀町 

奥洞海駅 二島駅 

本城駅 
折尾駅 

水巻駅 

東水巻駅 

遠賀川駅 

筑豊本線 

7
北九州キャンパス

7

その他キャンパス面積■ 

東伏見 93,911㎡
上井草 24,645㎡
軽井沢追分 171,712㎡
鴨川 95,823㎡
その他 239,133㎡

北九州

早稲田駅 

西早稲田駅 

日本橋駅 

東伏見駅 

所沢駅 

小手指駅 

本川越駅 

←飯能 

←高崎 

JR山手線 

JR高崎線 

上越新幹線 

JR中央線 

西武池袋線 

西武池袋線 

西武新宿線 

西武新宿線 

池  袋

上  野

東  京新  宿

本  庄

本庄早稲田

上石神井駅 
高田馬場

東京メトロ
副都心線

東京メトロ
東西線

関　東

6

5

1 2 3

4

日本橋
キャンパス

東伏見キャンパス

33Waseda  Ann ua l  R epo r t  2012

学
校
法
人
の
概
要

2
0
1
2
年
度
事
業
の
概
要

2
0
1
3
年
度
事
業
計
画
の
概
要

2
0
1
3
年
度
予
算
の
概
要

数
字
等
で
見
る
早
稲
田

財
務
の
概
要

数
字
等
で
見
る
早
稲
田

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2012年度事業概要_本文1.indd   33 13.7.3   11:55:04 AM



2012年度　ボランティア活動実績
 2013.3.31現在

派遣人数合計：1,368

NO 便名 行先 訪問・活動地 日付 人数

泥
か
き
・
瓦
礫
撤
去

イ
ベ
ン
ト
運
営
支
援

ス
ポ
ー
ツ
交
流

文
化
交
流

学
習
支
援

既
存
の

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｐ
Ｊ
の
取
組

翻
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

海
の
照
葉
樹
林
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NO 便名 行先 訪問・活動地 日付 人数

海
の

照
葉
樹
林

気
仙
沼
チ
ー
ム　
（
学
生
チ
ー
ム
）

そ
の
他
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2012年度　小野梓記念賞

学
術
賞

芸
術
賞

特
別
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

団　

体

個　

人
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ス
ポ
ー
ツ
賞

個　

人

WASEDA CULTURE 
　本学では、国宝2件、重要文化財7件、重要美術品8件を含む図書資料、美術品、書画、博物資料、映像資料、記録文
書類など約500万点以上が、図書館、坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念博物館、大学史資料センターなどに所蔵さ
れ、教育と研究に活用されています。
　今年度も多くの展示会、講演会等の文化事業が行われました。

＜2012年度行った文化事業の一例＞
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学内奨学金（基金・資金）一覧■ 

ロバート・ケネディ奨学基金 サンゲツ奨学基金 アジア太平洋研究科奨学基金

海老崎ツル奨学基金 大野高正奨学基金 宮下尚大奨学基金

久野義三郎奨学基金 染谷恭次郎奨学基金 りそな稲門会奨学基金

津田左右吉奨学基金 浅井邦二奨学基金 武本（裵）孝俊奨学基金

建築学奨学基金 教育学部奨学基金 大社淑子奨学基金

村野藤吾奨学基金 楠本英隆奨学基金 酒井晨史奨学基金

稲土奨学基金 機械工学奨学基金 木村正輝奨学基金

大川功奨学基金 環境資源工学会奨学基金 寺尾巌奨学基金

商学部奨学基金 小池陽甫奨学基金 商学部創設100周年記念交換留学奨学基金

青木茂男奨学基金 文学研究科哲学コース奨学基金 商学研究科（専門職学位課程）奨学基金

高等学院奨学基金 新井清光奨学基金 篠田義明海外留学奨学基金

吉澤兵左奨学基金 社会科学部卒業生奨学基金 荒井孝晋海外留学奨学基金

横溝克己奨学基金 本庄高等学院奨学基金 岡内貞夫奨学基金

菊竹清訓奨学基金 法学部横川敏雄記念奨学基金 文学学術院学部奨学基金

村田製作所奨学基金 森正勝記念外国人留学生助成基金

大照完奨学基金 而立奨励基金

松本馨奨学基金 安井孫助・たに記念外国人留学生助成基金

文学学術院学部奨学資金 藤野堯久奨学資金 高麗大学校日本校友会奨学資金

人間科学部奨学資金 人間科学部eスクール一般給付奨学資金 照田喜美枝建築学奨学資金

教職員給付奨学資金 稲龍会奨学資金 ゴールドマン･サックス･スカラーズ･ファンド

アジア太平洋研究科奨学資金 平田彰奨学資金 山下高広奨学資金

若手研究者研究奨励奨学資金 盛田和昭奨学資金 人間科学部eスクール特別給付奨学資金

稲門女性ネットワーク奨学資金 キヤノン電子奨学資金 増山瑞比古ラグビー蹴球部奨学資金

早大生協給付奨学資金 マイクロソフト奨学資金 池田正範奨学資金

公共経営研究科奨学資金 水野敏行奨学資金 中村光男奨学資金

日本語教育研究科奨学資金 創立125周年記念林榮東奨学資金 田山輝明ゼミ稲門会奨学資金

大塚普門･房子研究奨励奨学資金 創立125周年記念新宅奨学資金 新井祥夫奨学資金

法学部教育奨学資金 創立125周年記念田原総一朗外国人留学生奨学資金 岡本重晴・晴江奨学資金

商学研究科（専門職学位課程）奨学資金 小川洌奨学資金 商学部寄附講座大学院進学奨学資金

政治経済学術院奨学資金 瓦葺利夫奨学資金 　

大塚静江奨学資金 商学部緊急給付奨学資金 　

学生生活の支援 ～奨学金の拡充～～

0
2012年度2010年度2009年度2008年度2007年度

29.7 31.8 35.2 35.3

2011年度

34.6
20

40奨学費
（億円）

26.7

年度別学内奨学資金■ 
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2012年度決算1 ■  決算の概要  ■

① 消費収支計算書
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消費収支計算書■ 

2012（平成24）年 4月 1日から
2013（平成25）年 3月31日まで （単位：百万円）

科　目 予　算 決　算 差　異

消費収入の部

学生生徒等納付金 66,176 65,570 606

手数料 4,300 4,207 93

寄付金 2,156 3,190 △ 1,034

補助金 10,014 14,067 △ 4,053

資産運用収入 1,428 2,115 △ 687

資産売却差額 0 33 △ 33

事業収入 4,652 5,377 △ 725

雑収入 1,368 3,046 △ 1,678

帰属収入合計 90,094 97,605 △ 7,511

基本金組入額合計 △ 3,549 △ 3,789 240

消費収入の部合計 86,545 93,816 △ 7,271

消費支出の部

人件費 46,243 47,721 △ 1,478

教育研究経費 38,994 41,389 △ 2,395

管理経費 4,130 4,190 △ 60

借入金等利息 120 120 0

資産処分差額 88 877 △ 789

徴収不能引当金繰入額 60 16 44

徴収不能額 0 11 △ 11

予備費 10 10

消費支出の部合計 89,645 94,324 △ 4,679

当年度消費支出超過額 3,100 508

前年度繰越消費支出超過額 102,519 100,330

翌年度繰越消費支出超過額 105,619 100,838

帰属収入
976億円

雑収入他
3.1%（31億円）

学生生徒等
納付金

67.2%（656億円）

手数料
4.3%（42億円）

寄付金
3.3%（32億円）

補助金
14.4%（140億円）

資産運用収入
2.2%（21億円）

事業収入
5.5%（54億円）

消費支出
＋

基本金組入額
981億円

基本金組入額
3.9%（38億円）

人件費
48.6%（477億円）

教育研究経費
42.2%（414億円）

借入金等利息
0.1%（1億円）

管理経費
4.3%（42億円）

資産処分差額他
0.9%（9億円）

41Waseda  Ann ua l  R epo r t  2012

学
校
法
人
の
概
要

2
0
1
2
年
度
事
業
の
概
要

2
0
1
3
年
度
事
業
計
画
の
概
要

2
0
1
3
年
度
予
算
の
概
要

数
字
等
で
見
る
早
稲
田

財
務
の
概
要

財
務
の
概
要

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2012年度事業概要_本文1.indd   41 13.7.3   11:55:08 AM



② 資金収支計算書

資金収支計算書■ 

2012（平成24）年 4月 1日から
2013（平成25）年 3月31日まで （単位：百万円）

科　目 予　算 決　算 差　異

収入の部
学生生徒等納付金収入 66,176 65,570 606
手数料収入 4,300 4,207 93
寄付金収入 2,156 2,526 △ 370
補助金収入 10,014 14,067 △ 4,053
資産運用収入 1,428 2,115 △ 687
資産売却収入 0 53,438 △ 53,438
事業収入 4,652 5,377 △ 725
雑収入 1,368 3,046 △ 1,678
借入金等収入 3,000 2,195 805
前受金収入 12,636 12,962 △ 326
その他の収入 7,597 10,611 △ 3,014
資金収入調整勘定 △ 14,046 △ 16,245 2,199
前年度繰越支払資金 29,237 28,748 489
収入の部合計 128,518 188,617 △ 60,099

支出の部
人件費支出 46,519 48,168 △ 1,649
教育研究経費支出 29,337 31,434 △ 2,097
管理経費支出 3,382 3,489 △ 107
借入金等利息支出 120 120 0
借入金等返済支出 3,980 4,275 △ 295
施設関係支出 10,840 8,679 2,161
設備関係支出 2,514 2,578 △ 64
資産運用支出 2,959 61,089 △ 58,130
その他の支出 5,747 9,219 △ 3,472
予備費 10 10
資金支出調整勘定 △ 5,536 △ 9,130 3,594
次年度繰越支払資金 28,646 28,696 △ 50
支出の部合計 128,518 188,617 △ 60,099

③ 貸借対照表

貸借対照表■ 

2013（平成25）年 3月31日 （単位：百万円）

科　目 本年度末 前年度末 増　減

資産の部

　固定資産 308,464 307,077 1,387

　　有形固定資産 226,959 225,589 1,370

　　その他の固定資産 81,505 81,488 17

　流動資産 33,234 33,736 △ 502

資産の部合計 341,698 340,813 885

負債の部

　固定負債 36,914 35,859 1,055

　流動負債 26,672 30,123 △ 3,451

負債の部合計 63,586 65,982 △ 2,396

基本金の部

基本金の部合計 378,950 375,161 3,789

消費収支差額の部

消費収支差額の部合計 △ 100,838 △ 100,330 △ 508

負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 341,698 340,813 885
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効率的な資金運用による教育研究条件向上のための財源確保2

大学財政の推移3

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
（年度）

（億円） （億円）

利息額残高
0

300

600

900

1,200
有価証券等残高 普通預金等残高 受取利息・配当金（第3号基本金運用収入を含む）

2012年
0

10

20

30

40

金融資産の推移■ 
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主な財務比率の推移（2008年度～2012年度）
1.消費収支計算書の推移
消費収入の部 ■ （単位：百万円）

科　目 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
学生生徒等納付金 62,997 63,132 63,701 64,425 65,570
手数料 4,755 4,631 4,561 4,345 4,207
寄付金 4,681 2,946 3,494 2,751 3,190
補助金 12,207 14,625 14,116 14,415 14,067
資産運用収入 3,484 2,562 2,616 2,241 2,115
資産売却差額 0 2 967 48 33
事業収入 7,305 5,654 5,759 5,510 5,377
雑収入 3,234 3,563 2,754 3,065 3,046
帰属収入合計 98,663 97,115 97,968 96,800 97,605
基本金組入額合計 △ 15,235 △ 6,402 △ 10,986 △ 153 △ 3,789
消費収入の部合計 83,428 90,713 86,982 96,647 93,816

消費支出の部 ■ （単位：百万円）
科　目 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

人件費 46,011 46,770 47,245 59,532※ 47,721
教育研究経費 43,533 41,904 40,780 41,799 41,389
管理経費 4,573 4,316 4,049 4,288 4,190
借入金等利息 197 159 147 134 120
資産処分差額 543 2,256 1,816 1,115 877
徴収不能引当金繰入額 61 58 14 12 16
徴収不能額 50 17 22 16 11
消費支出の部合計 94,968 95,480 94,073 106,896 94,324
当年度消費収支差額 △ 11,540 △ 4,767 △ 7,091 △ 10,249 △ 508
前年度繰越消費収支差額 △ 66,683 △ 78,223 △ 82,990 △ 90,081 △ 100,330
翌年度繰越消費収支差額 △ 78,223 △ 82,990 △ 90,081 △ 100,330 △ 100,838
帰属収支差額 3,695 1,635 3,895 △ 10,096 3,281

消費収支計算書関係比率の推移 ■ （％）
財務比率 算式（×100） 評　価 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 全国平均

1 人件費比率▼ 人 件 費 46.6 48.2 48.2 61.5※ 48.9 54.0帰 属 収 入

2 人件費依存率▼ 人 件 費 73.0 74.1 74.2 92.4※ 72.8 74.4学生生徒等納付金

3 教育研究経費比率△ 教 育 研 究 経 費 44.1 43.1 41.6 43.2 42.4 30.9帰 属 収 入

4 管理経費比率▼ 管 理 経 費 4.6 4.4 4.1 4.4 4.3 8.7帰 属 収 入

5 借入金等利息比率▼ 借 入 金 等 利 息 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.4帰 属 収 入

6 消費支出比率▼ 消 費 支 出 96.3 98.3 96.0 110.4※ 96.6 96.6帰 属 収 入

7 消費収支比率▼ 消 費 支 出 113.8 105.3 108.2 110.6※ 100.5 109.2消 費 収 入

8 学生生徒等納付金比率 学生生徒等納付金 63.9 65.0 65.0 66.6 67.2 72.7帰 属 収 入

9 寄付金比率△ 寄 付 金 4.7 3.0 3.6 2.8 3.3 2.3帰 属 収 入

10 補助金比率△ 補 助 金 12.4 15.1 14.4 14.9 14.4 12.4帰 属 収 入

11 基本金組入率△ 基 本 金 組 入 額 15.4 6.6 11.2 0.2 3.9 11.6帰 属 収 入

12 減価償却額比率 減 価 償 却 額 10.6 10.4 10.7 9.7※ 10.9 11.3消 費 支 出

13 帰属収支差額比率△ 帰属収入－消費支出 3.7 1.7 4.0 △ 10.4※ 3.4 3.4帰 属 収 入
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2.貸借対照表の推移
資産の部 ■ （単位：百万円）

科　目 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
固定資産 302,642 300,810 304,186 307,077 308,464
　有形固定資産 223,196 224,044 226,759 225,589 226,959
　その他の固定資産 79,446 76,766 77,427 81,488 81,505
流動資産 30,629 33,729 33,211 33,736 33,234
資産の部合計 333,271 334,539 337,397 340,813 341,698

負債の部・基本金の部・消費収支差額の部 ■ （単位：百万円）
科　目 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

固定負債 28,256 28,947 27,885 35,859 36,914
流動負債 25,618 24,560 24,585 30,123 26,672
負債の部合計 53,874 53,507 52,470 65,982 63,586

第１号基本金 307,440 314,696 324,330 327,875 331,927
第２号基本金 18,579 17,383 18,363 14,679 12,843
第３号基本金 24,909 25,037 25,409 25,701 27,274
第４号基本金 6,692 6,906 6,906 6,906 6,906
基本金の部合計 357,620 364,022 375,008 375,161 378,950

     
消費収支差額の部合計 △ 78,223 △ 82,990 △ 90,081 △ 100,330 △ 100,838

負債・基本金・消費収支差額の部合計 333,271 334,539 337,397 340,813 341,698

貸借対照表関係比率の推移 ■ （％）
財務比率 算式（×100） 評　価 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 全国平均

1 自己資金構成比率△
自 己 資 金

83.8 84.0 84.4 80.6 81.4 86.9
総 資 金

2 固定比率▼
固 定 資 産

108.3 107.0 106.8 111.7 110.9 100.1
自 己 資 金

3 固定長期適合率▼
固 定 資 産

98.4 97.0 97.2 98.8 97.9 92.2
自己資金＋固定負債

4 固定資産構成比率▼
固 定 資 産

90.8 89.9 90.2 90.1 90.3 87.0
総 資 産

5 流動比率△
流 動 資 産

119.6 137.3 135.1 112.0 124.6 230.3
流 動 負 債

6 流動資産構成比率△
流 動 資 産

9.2 10.1 9.8 9.9 9.7 13.0
総 資 産

7 総負債比率▼
総 負 債

16.2 16.0 15.6 19.4 18.6 13.1
総 資 産

8 負債比率▼
総 負 債

19.3 19.0 18.4 24.0 22.9 15.1
自 己 資 金

9 固定負債構成比率▼
固 定 負 債

8.5 8.7 8.3 10.5 10.8 7.5
総 資 金

10 流動負債構成比率▼
流 動 負 債

7.7 7.3 7.3 8.8 7.8 5.6
総 資 金

11 消費収支差額構成比率△
消 費 収 支 差 額

△ 23.5 △ 24.8 △ 26.7 △ 29.4 △ 29.5 △ 10.5
総 資 金

12 基本金比率△
基 本 金

97.2 97.7 97.8 98.0 97.9 97.1
基 本 金 要 組 入 額
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2011 2012 2013予算2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

2002年度～2005年度は授業料1.5%改定、在学生減額改定 2006年度～2009年度は授業料0.7%改定、在学生減額改定 2010年度～2013年度は授業料0.7%改定

（年度）※棒グラフの左側は帰属収入、右側は消費支出と基本金組入額の合計を表す。

0

200

400

600

800

1,000

1,200
（億円）

2003年度　
西早稲田ビルの収益
事業会計からの繰入

2004年度
軽井沢離山下土地売却等

2006年度　喜久井町
キャンパス隣接地取得等

2008年度
中野国有地取得等

2009年度
厚木市土地・建物の売却等

2005年度
東京女子医大との国有地共同取得、留学生寮用土地・
大隈会館隣接地取得、館山校地売却等

人件費 教育研究経費 管理経費 借入金等利息 予備費他 資産処分差額 基本金組入額
学生生徒等納付金 手数料 補助金 資産運用収入 事業収入 雑収入 寄付金 資産売却差額

消費収支の推移

固定資産 その他の固定資産 流動資産
基本金 固定負債 流動負債消費収支差額

0

400

1,000

1,600

2,200

2,800

3,400

4,000

△1,200

△400

△1,000

2011年度末 2012年度末2010年度末2003年度末 2004年度末 2005年度末 2006年度末 2007年度末 2008年度末 2009年度末

4,600
（億円）

貸借対照表の推移
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2013年度事業計画の概要

（1）教育の深化と多様化を目指す

（2）独創的研究の推進

（3）社会貢献・文化推進の強化

（4）進化する大学の仕組みの創設

2. 東日本大震災復興支援

1. 主な事業計画
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帰属収入
913億円

雑収入他
1.5%（14億円）

学生生徒等
納付金

72.6%（663億円）

手数料
4.6%（42億円）

寄付金
2.7%（25億円）

補助金
12.0%（109億円）

資産運用収入
1.3%（12億円）

事業収入
5.3%（48億円）

消費収支予算書■ 

2013（平成25）年 4月 1日から
2014（平成26）年 3月31日まで （単位：百万円）

科　目 2013年度
予算額

2012年度
予算額 増減(△)

消費収入の部

学生生徒等納付金 66,266 66,176 90

手数料 4,205 4,300 △ 95

寄付金 2,514 2,156 358

補助金 10,883 10,014 869

資産運用収入 1,175 1,428 △ 253

事業収入 4,815 4,652 163

雑収入 1,405 1,368 37

帰属収入合計 91,263 90,094 1,169

基本金組入額合計 △ 4,655 △ 3,549 △ 1,106

消費収入の部合計 86,608 86,545 63

消費支出の部

人件費 45,083 45,953 △ 870

教育研究経費 38,690 38,994 △ 304

管理経費 4,559 4,130 429

借入金等利息 90 120 △ 30

資産処分差額 448 88 360

徴収不能引当金繰入額 39 60 △ 21

予備費 300 300 0

消費支出の部合計 89,209 89,645 △ 436

当年度消費支出超過額 2,601 3,100

前年度繰越消費支出超過額(見込） 101,913 102,519

翌年度繰越消費支出超過額 104,514 105,619

消費支出
＋

基本金組入額
939億円

基本金組入額
5.0%（47億円）

人件費
48.0%（451億円）

教育研究経費
41.2%（387億円）

借入金等利息
0.1%（1億円）

管理経費
4.8%（45億円）

予備費他
0.9%（8億円）

消費収支の構成比率■ 
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